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八峰町社会福祉協議会発行

　令和元年７月２日、八峰町社会福祉協議会多目的ホ
ールにて、災害ボランティアセンターと避難所開設の
実地訓練を行いました。災害ボランティアセンターと
は災害時に被災地に設置される災害ボランティア活動
を円滑に進めるための拠点です。
　被災者のニーズ（困りごと）を把握し、各地から集
まったボランティアの受け入れを行う社協職員や、避
難所を開設する町役場職員、また自主防災組織を立ち
上げている自治会のみなさんと合わせて42名が参加
し、それぞれの役割について学び、実践的な訓練を行
いました。災害発生時、迅速かつ円滑な被災者支援活
動を行うためには、行政・社協・住民による災害に対
する共通理解や、協働体制の構築が重要であり、今回
の訓練は有意義な機会となりました。

災害ボランティア活動実地訓練

様々な状態の方を想定した避難所設置訓練

ボランティア活動にきてくれた方達の受付練習
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八峰町地域福祉計画・地域福祉活動計画について
　地域福祉を推進するとともに、町民の地域福祉活動の状況と、社会状況の変化や新たな課題に対応す
るため、平成３１年度（令和元年度）から５ケ年計画となる『八峰町地域福祉計画・地域福祉活動計画』
を策定しました。
　本計画は、地域の「つながり」に視点を置き、地域住民、地域団体、福祉団体、民間事業者、専門機
関、行政すべてが協力しながら、共に支えあう地域づくりを進めるためのものです。そのため本計画か
ら八峰町の地域福祉計画と社会福祉協議会の地域福祉活動計画を一体的に策定しました。
　社会福祉協議会では、「みんなで支えあい　安心してその人らしく暮らせるまち　はっぽう」を基本
理念として、地域に出かけ、地域によりそい、共に推進することを目指します。
　今後とも、皆さまのご支援・ご協力をよろしくお願いします。

『八峰町地域福祉計画・地域福祉活動計画』（全文）は社協ホームページ（PDF）又は社協窓口でご覧いただ
けます。

◆計画の体系図◆

基本目標

(1)総合的な相談体制の確立
(2)迅速かつ適切な課題解決方法の提供

２　課題解決のための仕組み
　　を充実させよう

４　地域福祉マンパワーの増
　　強をはかろう

５　みんなで福祉のまちづく
　　りを推進しよう

(1)体験型福祉教育の充実
(2)情報提供の充実

(1)地域力の発掘、育成

３　福祉を身近に感じよう

福祉コミュニティを
支えるこころづくり

たすけあい支えあい
のしくみづくり

安心して暮らすための
生活支援の充実

町民に顔の見える社会
福祉協議会をめざして

みんなで支えあい  安心してその人らしく暮らせるまち  はっぽう

推進項目推進目標

(1)包括的な課題解決の推進
(2)関係機関・団体との連携した、
　 福祉サービスの相乗効果の実現
(3)権利擁護支援体制の充実

(1)地域主体の交流促進
(2)地域での見守り体制の確立
(3)ボランティアセンターの充実強化

本 理 念基
◆会　長：工藤哲弥
◆会員数：1,187名（33クラブ）
◆組　織：概ね60歳以上を対象に地域を基盤として組織
◆問い合わせ：地域の単位クラブ会長さんへ
◆事務局：八峰町社協（77-3551）担当・奈良

八峰町老人クラブ連合会

八峰町身体障害者協会　活動紹介

八 峰 町 遺 族 会

＜問い合わせ＞
八峰町社会福祉協議会　77-3551

＜問い合わせ＞
八峰町社会福祉協議会　77-3551

老人クラブに加入して

健康長寿を目指しませんか？

　八峰町身体障害者協会では、毎年、県の身体障害者福祉協会が実施する事業への参加をはじめ、スポーツ、レク
リエーション、研修旅行や相談支援等、地域の実情を踏まえながら会員や地域住民のために事業を実施しています。

　八峰町遺族会は先の大戦で犠牲となられた方達の遺族に
よる会です。英霊を顕彰することを目的として、町、県の戦
没者追悼式や護国神社例大祭へ参加しています。また戦争の
悲惨さを風化させず次世代につないでいくため、戦争体験の
「語り部」実演や戦争映画の上映会を開催しています。　　
　会員の高齢化が進んでいますが、これらの事業を継続すべ
く戦没者の孫達による「青年部」も結成されました。当会の活動に賛同し、入会を希望される方は
遺族会事務局77-3551（社会福祉協議会）までお電話ください。

八峰町在住で、身体障害者手帳をお持ちの方であれば、
どなたでも町協会の会員になることができます。

三種町立体育館で開かれた県北地区の
スポーツ教室に参加しました。卓球バ
レーとボッチャを体験しました。

毎年企画している一泊研修旅行に行っ
てきました。会員同士の親睦もさらに
深まりました。

たくさんの仲間とのふれあいを通して、
共に励み、より充実した日々を

過ごしませんか？

健康長寿
の
秘訣

その１　人と会う機会が増えることで生きがいづくり
その２　仲間とスポーツや体操で健康づくり
その３　サロン活動に参加して介護予防
その４　仲間と一緒の笑いで心の健康づくり
その５　地域活動に参加して認知症予防
その６　役割を担って長生きのごほうび

町老連パターゴルフ大会

１　総合的な相談・解決体制
　　をつくろう
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日　時：令和元年11月8日（金）午後1時30分～

会　場：八峰町文化交流施設「ファガス」文化ホール

内　容：式典（表彰状・感謝状の贈呈）・社協職員に
　　　 よる寸劇披露・講演「地域における『元気ム
　　　 ラ』活動について」

参加対象：社会福祉関係者・団体・事業所、ボラン
　　　　ティア・自治会等の住民組織関係者等

介 護 事 業 課 いきいき交流カフェ

☎７４－５６２３（直通）
………… 個人情報等については、固くお守りいたします …………

いきいき交流カフェに関するお問い合わせは、
八峰町地域包括支援センター（0185 -77-3200）まで

お願いいたします。

◉身体介護（食事・排泄・着替え・入浴等）
◉生活援助（調理・洗濯・掃除・買い物等）

訪問介護事業所

◉介護保険に関する各種相談援助
◉介護保険関連の各種申請代行 等

居宅介護支援事業所

生きがいデイサービス
参加者募集！

「湯っこランド」の温泉で癒されながら、健康チェッ
ク・趣味活動・仲間との交流活動などで、健康づく
りをしませんか？

開 催 日：毎週木曜日
　　　　　午前10時～午後2時30分
場　　所：湯っこランド
対 象 者：65歳以上で、介護サービスを利用して　
　　　　　いない方
利 用 料：１，０００円　（入浴・食事代を含む）
　　　　　・季節の行事も行います（花見や紅葉見学等）
　　　　　・自宅近くまでバスでお迎えに行きます
　　　　

　近年、過疎化と高齢化が進む中、近隣との関係も
希薄になりがちです。
　そこで会員同士はもちろん、地域の高齢者や閉じ
こもりがちな方とユニカールを通じて交流し、冬場
の健康や体力の維持・増進をかねた仲間づくりに参
加しませんか？

開催期間：令和元年12月～令和2年2月
　　　　　（週1～2回）
　　　　　・開会10：00 ～　・解散14時30分
会　　場：あきた白神体験センター多目的ホール
参加対象：町内老人クラブ会員及び
　　　　　友愛活動による呼びかけにより参加を希
　　　　　望する方
参 加 費：１，０００円
　　　　　※ハタハタ館へ移動後、
　　　　　　昼食・入浴・懇談
申し込み：各地区の
　　　　　老人クラブ会長へ

＜問い合わせ先＞
八峰町社会福祉協議会　　７７-３５５１

「歳末たすけあい運動」ご協力のお願い第14回八峰町社会福祉大会を開催します

　八峰町共同募金委員会では歳末たすけあい運
動において「みんなでささえあう　あったかい地
域づくり」をスローガンに、地域の皆様の温かいご
厚情を取りまとめ、支援を必要としている児童・生
徒、高齢者、障害児・者の方々が地域で安心して暮
らせるように義援金として配分しております。ど
うぞ今年も皆様の温かいご理解とご協力をお願
い申し上げます。

「ユニカール交流会」
参加者募集

八峰町共同募金委員会 ☎0185-77-3551
（八峰町社会福祉協議会内）

※一般の方も入場できます。入場を希望される方は
　☎77-3551・社会福祉協議会までご連絡下さい。

いきいき交流カフェは認知症について
関心をもっている方々が集まり

認知症カフェ

お茶っこを飲みながら！
認知症予防につながるよう
認知症に関する情報の交換

ゲームや体操などのレクリエーション
 などを行う場です。ぜひご参加ください。

頭と体を使って楽しく！
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